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2018原水爆禁止国民平和大行進
2018年原水爆禁止国民平和大行進の沖縄→広島コースが、6月4日に名護市辺野古からスター

トしました。今年は原水爆禁止国民平和大行進がスタートしてから60年という重要な節目の年
を迎えています。沖縄からの通し行進者、竹田昭彦さんと国際青年リレー行進者を先頭に、被
爆者とともに被爆国日本と世界をつなぎます。熊本県の平和行進は、6月26日（火）水俣で鹿児
島から引き継ぎ7月7日（土）荒尾で福岡に引き渡すまでの12日間の幹線コースと天草、人吉コー
スを歩きます。熊本市の網の目行進と辛島集会も7月2日（月）に行われます。

当県連は、各幹線コース5名以上、全コースで70名以上の参加を目指して取り組みます。

原水協定期総会が開催される
6月2日（土）県民交流会館パレアで、熊本県原水協2018年度定期総会が開

催され50名が参加しました。
記念講演では、「核兵器廃絶をめぐる歴史的情勢と2018年世界大会」の演

題で、日本原水協の安井正和事務局長が世界大会パンフの中身を中心に、激
動の情勢と原水爆禁止2018年世界大会の重要な意義についてわかりやすく話
して頂きました。その後、県原水協総会が行われ、2017年度活動総括・2018
年度活動方針の各議案が一括で採択され、新しい理事も新任されました。最
後に中島絹子顧問が「2018年平和行進・世界大会を成功させ、新しい情勢に
応え、核兵器禁止条約を発効させる、飛躍的運動をさらに大きく発展させよ
う！」と閉会挨拶され終了しました。
県連事務局 笹原和典


